
政策評価書（要旨） （事後の事業評価）

将来電子測定機搭載システム 管理局開発計画課事 業 名 担当部局
平成１７年１０月～１８年３月政策分野 実施時期防衛装備の適正な維持・管理（研究開発）

事業の内容
完了年度多様化かつ複雑化した各種電波に対応可能な将来電子測定機 10 11 12 13 14 15
１５年度搭載システムの研究を行った。

研究試作 研究試作
所要経費
約５０億円試験 試験

評価の内容
事業の目的 達成状況

①達成効果近年の技術革新に伴い多様化かつ複雑化した各種電波を収集
するための将来電子測定機搭載システムに関する技術資料を得 下記の技術を確立したことで、多様化かつ複雑化した各種電
ることを目的とした。 波を収集するための将来電子測定機搭載システムに必要な技術

的課題が解明された。
ア ソフトウェア受信技術
ソフトウェアを入れ替えることで各種変調方式に対応が可
能となった。
イ アンテナ配置の最適化技術
アンテナ配置を最適化することにより広帯域な電波の受信
が可能となった。
ウ 低被探知化した信号を検出する分析処理技術
広帯域、低電力、送信時間短縮等による低被探知化した信
号の検出が可能となった。

②達成時期 ③教訓等事項
平成１０年度から試作に着手し、平成１５年度までに所内試験
を終了し、所要の機能・性能を有することを確認した。

今後の対応 その他の参考情報
現在開発中の次期機上電波測定装置の開発において本研究の
成果を活用する。


